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台湾の国家公園におけるパ クボランティア制度の発展とその特徴を明らかにし パ クボランティ
アを対象にボランティア活動に対する意識を把握した上で 国家公園の管理運営におけるパ クボランティ
ア活動の意義とその役割について検討を行った パ クボランティア制度の現状を把握するため まず台湾
国家公園のパ クボランティア関係者及び国家公園の行政管理関係者に対してインタビュ 調査を行い 次
に陽明山国家公園のパ クボランティアを対象に パ クボランティア活動に対する意識アンケ ト調査を
実施した 研究の結果より 台湾では国家公園制定 年 後 約 年でパ クボランティア制度を導
入し 国家公園の公園サ ビスの向上と特色を図ってきた 陽明山国家公園のパ クボランティアに対す
るアンケ ト調査の結果より パ クボランティア活動に対する満足度が高く感じている一方 ボランティ
アの自治組織の必要性を感じており 組織のあり方について改善を図る必要がある 現在 各国家公園の
パ クボランティアは国家公園管理事務所の傘下にあり 活動に対して決定権をもたない パ クボラン
ティアから 独立した組織 自治組織 の設立を求める声が高く ボランティア活動の拡充を図るには パ
クボランティアを組織化し自治権を持たせる施策が必要と考えられる
台湾国家公園 パ クボランティア 活動意識 アンケ ト調査 公園管理運営
のは 年 月に発生した 大地震 台湾大地震 に
おける救助活動への参加からである 震災を機にボラン
台湾では 風光明媚な場所は国家公園 ティアの意義が認知され 年のボランティア活動法成
に指定されており 立地特性に応じて自然型 田園型 立につながり 以降 台湾国内では多種多様な分野にボラ
文化型及び海洋型の タイプ別に公園計画を図り 生態系 ンティア活動が展開されつつある こうした災害ボラン
の維持や公園利用の提供を行ってきた 現在 台湾国内 ティアの活躍以前から 国家公園ではパ クボランティア
には つの国家公園が設置されており 政府直轄による行 制度が導入され 利用者に対して自然解説などの業務を始
政主体の管理運営がなされている しかし近年の著しい社 めおり ボランティア活動の先駆的な存在であった
会経済の発展を背景に 国内におけるレジャ 需要の高ま パ クボランティアは 各国家公園に存在する国家公園
りから国家公園の利用者が急増し 行政だけの維持管理で 管理事務所の傘下に組織され 国家公園管理官
は利用者に十分な公園サ ビスを提供することが困難に が活動内容を計画立案し パ クボラン
なってきている そこで政府は 年代から各国家公園 ティアに委託している 活動内容の計画段階にパ クボラ
に 民間人が参画するパ クボランティア制度を導入し ンティア自身が参画することはなく あくまでもパ クボ
利用者への自然解説や利用指導など公園サ ビスの向上を ランティアは 国家公園管理事務所の下部組織の位置づけ
図ってきた になっている したがって パ クボランティアによる自
国家公園管理事務所が毎年実施している国家公園利用者 主的な活動ができないのが現状である 台湾では 経済が
アンケ ト調査 によると パ クボランティアに対する 発展すると共に 成熟社会を迎えつつある状況の中 利用
利用者からの満足度やサ ビス内容 自然解説など に対 者が国家公園に求める公園サ ビスはますます多種多様に
する評価が高く 好評を得ている 国民からパ クボラン なり こうした行政のトップダウンで生み出される画一的
ティア活動の存在意義が高く評価されており 国家公園を な活動内容だけでは 対応できなくなってきている また
利用する上で 無くてはならない存在となり パ クボラ 組織上 自発的な取り組みができないため マンネリ化を
ンティアの活動に期待が寄せられている 引き起こし ボランティアに参加する人 の活動に対する
このようなボランティア活動が台湾において活発化した 意欲や継続性を損なうおそれがある
智益 下嶋 聖 栗田和弥
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になり 行政とパ トナ シップを組み 自発的な活動を










いては 国家公園管理官がパ クボランティアの有効性を する国家公園管理事務所 計 箇所 の管理官 レン
指摘しているものの 具体的な業務委託の拡充の検討に ジャ に対して質問票をあらかじめ郵送し 回収した
至っていない 社会の変容に対応した多種多様な公園サ 質問内容は 国家公園の業務に関わっている雇用形態
ビスを提供するためには パ クボランティアに自発的な 人数 国家公園の運営 管理に関わっている民間人 ボ
活動ができる体制づくりは重要であり 国家公園の管理運 ランティア の参加形態 人数 パ クボランティア制
営上における パ クボランティアのあり方を検討する必 度の導入年 である
要がある たとえば 日本の国立公園で従事しているパ 次に パ クボランティアに対するアンケ ト調査は
クボランティアにはそれぞれ自治組織 を有し主体的に 台湾国内においてパ クボランティア導入の先駆的事例で
活動を行っているように 国家公園管理事務所の下部的位 あり 台北市に近接する陽明山国家公園のパ クボラン
置づけであるパ クボランティアの組織を独立化し 自発 ティアに対し実施した 実施方法は 年 月に陽明山
的に活動を計画運営できるような体制づくりが考えられる 国家公園内のビジタ センタ などの施設でボランティア
以上の背景をもとに 本研究は国家公園管理における 活動に従事していた人に直接 面接調査を行った パ ク
パ クボランティアを対象として ボランティア制度の導 ボランティア登録者 人 年 月時点 のうち
入経緯と現状のシステムを把握し 参加しているボラン 名のパ クボランティアから回答を得て 有効回答は
ティアの意識を明らかにすることによって 今後のパ ク 人であった 質問内容は既往文献 を参考に 属性 性
ボランティアのあり方を考察することを目的とした 別 年齢 学歴 職業 専門分野 取得学位 ボラン
ティア活動の参加について 活動参加年 主に従事してい
る活動内容 活動に対する満足度 参加する し続ける
本研究では 台湾国家公園におけるパ クボランティア 動機や理由 自治組織の必要性について ボランティア
のあり方を検討するため まず予備調査として パ クボ 活動の意義について パ クボランティア活動の中でもっ
ランティア関係者及び国家公園管理官に対してインタ とも活発な活動について パ クボランティア活動で最も
ビュ 調査を行い 現行のパ クボランティア制度の導入 必要なこと パ クボランティアへの委託を希望する業
経緯とシステムを把握し 活動上の課題の整理を行った 務 国家公園管理への貢献度合い の 項目である
次に 本調査としてこれら整理された課題をもとに 活動 最後に パ クボランティアとして関わってみたい国家
中のパ クボランティアに対しアンケ ト調査を実施 活 公園業務の意向について パ クボランティア側の組織
動に対する意識や従事してみたい活動内容の把握を行っ で 活動をとりまとめている連議会 連絡会 の運営に携
た 以上得られた知見より 台湾国家公園におけるパ ク わる人 代表者 副代表者など 運営委員 を対象に
ボランティアのあり方について検討した 年 月に郵送法によるアンケ ト調査を実施した 質問
具体的な研究方法を図 に示した パ クボランティア 内容は の国家公園事業 機能 に対するボランティア活
関係者に対してインタビュ 調査は 年 月に陽明山 動しての参加意向を聞いた 有効回答数は 人であった
国家公園のパ クボランティアの つである解説ボラン
ティアの代表者 会長 に対して実施し パ クボラン
ティアの制度 会員の属性 近年の活動動向について聞い
た 国家公園管理関係者に対してインタビュ 調査は 予
備調査として 年 月に陽明山国家公園管理事務所に
赴き パ クボランティア制度の現状を把握し 整理した 台湾国家公園の位置とパ クボランティア制度について
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ア制度が導入される 年以前は 国家公園法が制定 家公園の理念を伝達することで 国家公園の管理運営を永
年 され間もない時期であり 国家公園事業はすべて 続的に行えるということであった 台湾でのパ クボラ
政府直轄で行われていた 利用者への自然解説や利用指導 ンティア制度は国家公園制定後 約 年で導入に至って
などは公園管理官 パ クレンジャ が行っていた いる また新設された国家公園では公園指定年の数年後に
年に墾丁国家公園でパ クボランティア制度が初めて実施 パ クボランティア制度を導入しており 年にパ ク
され 初期に設置された国家公園において順次 年代 ボランティアを導入した日本とは社会背景が異なるため一
までにパ クボランティア制度が導入されていった 当初 律に比較はできないが 国家公園管理運営の比較的初期段
の目的は 市民の自発的な自己養成に基づくボランティア 階からボランティア制度を導入している点が特色である
活動の中で 良質な自然解説を提供し 広く一般国民に国 現在設置されている つの国家公園のうち つの国家
公園においてパ クボランティア制度が導入されている
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活動内容をみると 台湾国家公園のパ クボランティア 集数を削減した 年に起こった台湾地震をきっかけ
は 公園管理官の自然解説や利用指導に協力する目的で導 に 国民の間にボランティア精神が広がり 年にパ
入されたため 自然解説 利用者への講演会 国家公園な クボランティア活動法が制定された それに伴い 解説ボ
のイベントの補助など活動内容は限局的である 年代 ランティア に名称を変更し 第 回目 年 募集以
後半 保育ボランティアが設置されてからは 自然情報収 降 パ クボランティア登録者数は現在に至るまで増加傾
集や自然環境調査などの活動を行っている 玉山国家公園 向である 年現在パ クボランティアに従事している
など山岳地に位置する国家公園では 自然再生の活動や美 人数は 人である なお 会員登録は 単年度会員制を
化清掃も行われている 一部のボランティア連議会では会 取っている また レンジャ の中で保育 施設の維持管
報誌などを発行していたが いずれの連議会においても現 理や環境保全 の意識が高まり 同年に保育ボランティア
在は行っていない が設置された
次にパ クボランティアの組織 施設整備状況について 次に パ クボランティア連議会の組織を表 に示した
みると いずれの国家公園においてもボランティア組織ご パ クボランティアの参加資格は 年齢以外 歳以上 歳
とに連議会を持ち 公園管理官との窓口となっている 連 以下 については特に制限はない ただし会則を設け 違
議会の中では 年間のボランティア活動を検討する場 ボ 反した場合は会員資格を失う ボランティア活動を行う前
ランティア同士または他の国家公園のボランティア同士の に 自然解説や国家公園などの知識 技術の習得のため自
交流を図る場やボランティア活動の技術向上のための研修 主的に行っている研修会への受講が義務付けられている
会などを行っている 一方 各連議会は国家公園管理事務 運営組織は 会長 副会長 人づつ 書記 数名 で構成
所の傘下に置かれているため 活動に掛かる費用などは管 されている 会の運営費は登録している会員から支払われ
理事務所から支払われるが ボランティア活動を支援する


















パ クボランティアを設置した 図 当初は特約解説員
と呼ばれており 年ごとに募集を行った 年からは
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の結果を表 に示した 調査方法は 陽明山国家公園ビジ
タ センタ 陽明書屋 冷水坑ビジタ センタ 及び大
屯ビジタ センタ カ所において 定点によるアンケ
ト調査法を実施した 名のパ クボランティアに対し
アンケ ト用紙を配布し回答を得て そのうち有効回答
は 件であった 回答者の属性を見ると まず性別は男
る会費のみで賄われている 実際の活動に際して 各国家 性 女性は であった 年齢別では 代が最
公園管理事務所より交通費の支給と制服が貸与される も多く である 活動年数では から 年の期間が
最後にパ クボランティアの属性を図 に示した 現 で最も多く占めている または大学学歴をもってい
在 登録者数はうち半数以上が女性である 年齢構成は る人は であった 職業別に見ると が退職者
代が 割弱と最も多くついで 代と続く 居住地は で占められている また大学在学の専門分野を見ると 教
約 割が台北市内である 入会時期は 第 回 年 育学を専攻していた人が と最も多く 次いで経済学
と第 回で登録した会員で半数を占める 工学 と続く
次に パ クボランティアが従事している活動の内訳を
図 は 陽明山国家公園における解説ボランティアの配 見ると 利用者サ ビス ビジタ センタ などの公園施
置状況を示したものである 陽明山国家公園内には ビジ 設内における公園利用者への利用案内 が 自然解
タ センタ と カ所のツ リストステ ションの合計 説が 利用者指導が であった この つの活
カ所の公園施設がある この 箇所に 名ないし 名のボ 動は現在の陽明山国家公園において主なパ クボランティ
ランティアを配置し 活動を行っている 従事する内容は ア活動である また活発な活動についてボランティア自身
利用者サ ビス 利用者への自然解説と利用指導の つが が感じている点から聞いた結果からも同様の活動内容が回
主な活動内容である 利用者サ ビス 遊客服務 とは 答されており この利用者サ ビス 自然解説及び利用者
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パ クボランティア活動の国家公園管理への貢献度につ 家公園直営の宿泊施設 の経営 が 自然 歴史情
いては とても役に立つ が やや役に立つ が 報等の収集 整理 が 植生の復元 が で
であり 割の人が国家公園管理への貢献度が高い あった 複数回答による 現在 ハンドブックの編集や利
と認識していた ボランティア活動を実施する上で必要な 用者への公園利用に関するアンケ ト調査は 国家公園管
ことに対しては ボランティア間のコミュニケ ション 理事務所が行っている業務である パ クボランティアに
が非常に重要 が ボランティアの組織の独立化 任されていないが パ クボランティアに新しく業務を委
が コ ディネ タ 指導が重要 が で 譲する際 こうしたパ クボランティアが希望する内容を
あった 次に 活動を継続していく上で必要な要素につい 視野に国家公園管理官側は配慮する必要がある 一方 公
て聞いたところ 自然保護や保全への意志 が 共施設の修繕 植生復元活動 外来種の除去などは希望が
陽明山国家公園の自然のすばらしさ が であり 少なかった
自然への造詣の深さや畏敬の念を持つことが必要であると これらをみると 利用者へのサ ビスに関わる業務の割
いえる 合が大きくなっているが その中で 植生の復元 という
今後行ってみたいパ クボランティア活動については 直接自然環境に働きかけるという新たな活動が 割ほどを
ハンドブックの編集 が 利用者への公園利用に 占めていて 前問の活動に必要な要件として 自然保護や
関するアンケ ト調査 及び 自然キャンプセンタ 国 保全の意志 を半数近い人が挙げている結果と併せて考え
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足 が やや満足 が であり 割のボラン
ティアが満足していると回答している 自治組織の必要性














る人 会長 副会長及び書記 を対象に 参画を希望する
国家公園事業内容のアンケ ト調査結果を表 に示した これまでに述べてきた台湾国家公園におけるパ クボラ
これを見ると もっとも希望が多かったのは 環境教育の ンティア制度の現状と活動に参加しているボランティアの
プログラム開発と実施 であった 次いで利用者指導のプ 意識の現状を踏まえて ここでは国家公園管理に参画する
ログラム開発 利用者指導の運営 普及 自然環境調査研 パ クボランティア活動のあり方について検討し あり方
究と続く また 自然の保全管理 や 景観の保全管理 像を図 に示した
も パ クボランティア参加者の意識 植生の復元活動が これまで国家公園事務所側は 利用者向けの様 なイベ
に比べると その割合は大きくなっている ントを積極的に企画し パ クボランティアの参画を促し
一方 参加を希望しない事業は 基盤整備の 建設 と てきた しかし ボランティア組織の位置づけが国家公園
治山治水災害防止施設整備の 計画づくり などであった 管理事務所に対し従属関係であるため ボランティアの主
このことから パ クボランティアの運営委員はソフト事 体性を持たせ自発的な活動を行うことができず 活動に対
業の国家公園事業内容を希望しており パ クボランティ する意見や主張が反映しづらくなっている 国家公園事
アに任せることのできるソフト事業の拡充を図る必要があ 務所側は 双方のコミュニケ ションをとれるように図り
るといえる また 自然環境の保全管理 についても 一 つつあるが十分な体制を整えていないのが現状である
定数の人はその必要性を感じているといえよう パ クボランティアの活動をさらに充実したものにするた
一方 参加を希望しない事業は 基盤整備の 建設 と めには ボランティアの活動内容の企画 立案段階におい
治山治水災害防止施設整備の 計画づくり などであった て 対等な立場で国家公園事務所とボランティアが協働し
このことから パ クボランティアの運営委員はソフト事 て計画を行い ボランティア側からの意見 要望が反映で
業の国家公園事業内容を希望しており パ クボランティ きる体制作りが必要となる
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蕭 清芬 台湾国立公園の最近の情勢 国立公園
陽明山国家公園管理事務所 小遊抗管理站遊客満意度調査
金 宣希 油井正昭 国立公園におけるボランティアの発
展過程とその特徴 ランドスケ プ研究
森 孝順 自然公園におけるボランティア活動 国立公園
智益 下嶋 聖 栗田和弥 麻生 恵 台湾国家公園の
発展と多様な主体の参画に関する研究 レジャ レクリ
エ ション研究
劉 東啓 油井正昭 第二次世界大戦以前における台湾国
立公園の成立に関する研究 ランドスケ プ研究
劉 東啓 油井正昭 陽明山国家公園の指定からみた台湾
国家公園制度とその成立の影響要因 ランドスケ プ研究
金 宣希 油井正昭 日光と箱根におけるパ クボラン
ティア制度の運営及び活動に関する研究 ランドスケ プ
研究
鄭 玉華 保護区環境溝通與解説志工制度之建制 陽明山
国家公園為例
林 玲 國家公園志工行動空間之研究 以國家公園志工
組織為例 第八屆海峽兩岸國家公園 保護區研討會
鄭 玉華 保護區環境溝通及解 志工制度之建制 以陽明
山國家公園為例 第八屆海峽兩岸國家公園 保護區研討會
張 茂桂 有關國家公園及公園 原住民族文化的維護與發
展 政策層次的多國比較研究
パ クボランティア組織の自治組織化が必要となるが こ められる 特に 日本と同じ地域制をとる台湾の国家公園
れまで運営管理は国家公園管理事務所が行ってきたため においては 今後 人 の伝統的な生活様式や自然との関
ボランティア参加者には経験が少なく スム ズな組織運 わりにおいて成立し維持されてきた文化的な景観などの保
営の移行が困難を生じる可能性がある したがって これ 全や活用が求められることが予想されるが こうした資源
まで国家公園事務所側が行ってきた運営管理のノウハウを の管理運営において果たす役割が大きく期待されるところ
研修会や交流会を通じて 知識と技術の共有を行い ボラ である
ンティア組織の自立に対し積極的に図っていくことが必要
である
以上 パ クボランティアの自治組織化へ向けた具体策 台湾国家公園は 国家公園法に基づき 国家に特有
をまとめると 国家公園事務所はパ クボランティア同 な自然風景 野生動植物及び史跡を保護し 国民の教育 レ
士の意見交換を活発にさせ 活動内容の企画 立案段階か クリエ ション及び研究に資すること を目的に指定され
らパ クボランティアを参画させ 協働関係を築くこと 地域制 土地所有者に関係なく公園区域を指定 日本の自
新規のボランティア参加を広げ ボランティア組織の運 然公園と同様の制度 により公園計画が図られている
営管理が行える多種多様な知識 経験 技術をもったボラ ここでいう自治組織とは 組織運営が自助努力でな
ンティアを参画させること ボランティアが現行の国家 されており 活動内容に対しても意思決定権を持ち 自立
公園事業経営管理に参画できる機会を増やすこと 植生 した組織とした
復元活動など 自然環境の保全管理 分野への活動の拡大
を検討することが挙げられる 本研究の実施にあたり 陽明山国家公園パ クボラ
従属関係から 協働関係になることでパ クボランティ ンティアの会の会長である余 桂英氏 陽明山国家公園管
アの組織がこれまで受動的活動姿勢から 能動的に姿勢に 理事務所の陳 育賢氏には 多大なるご協力を賜りまし
変わり 多彩な技術と知識を持つボランティアの技能を活 た アンケ ト調査では 陽明山国家公園のパ クボラン
用促進につながり 国家公園の永続的発展と質の高い公園 ティアの皆さん 各国家公園のパ クボランティアの会の








自然解説及び利用者指導の つの活動が パ クボラン
ティアの主軸となり公園サ ビスを提供してきた
陽明山国家公園のパ クボランティアに対するアン
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U HIMOJIMA URITA
: This research was designed to clarify the current situation and identify important issues
involving park volunteers working in Taiwan’s National Parks. Interviews were conducted with
volunteer representatives and park management personnel, and questionnaires involving attitudes
towards their work were distributed among volunteers at Yangmingshan National Park. The results
of the interviews indicate that the volunteers play a vital role in promoting understanding of the
parks among users, and also in enhancing the quality of public services provided. Analysis of the
questionnaire responses show that the volunteers believe they are engaged in meaningful work and
that they are basically satisﬁed with their contributions. On the other hand, the volunteer system is
currently being implemented under the auspices of park management, and volunteers have little
input in the decision making process. Volunteers expressed a strong desire to have their own or-
ganization, which would give them a stronger voice in designing their activities. This sort of inde-
pendent organization would help expand and improve the functions of the park volunteer program.
: Taiwan’s national parks, park volunteers, consciousness for actives, questionnaire sur-
vey, park management
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